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令和８（2026）年度 総合型選抜（外国高等学校出身者及び帰国生徒） 
理学部 生命科学科 

試験科目：生物 
 

◆出題の意図 
 

本問題は、高校生物で学習する内容のうち、感覚、筋収縮、免疫など、ヒトの生命現
象に関わるテーマを中心に取り上げ、高校段階で身につけておくべき生物学の基礎学力
を幅広く確認することを意図している。基本的な用語や現象についての知識を問う問題
に加えて、図から情報を読み取る問題や、一定の字数の中で現象を説明する問題を設け
ることで、知識の定着度とともに、その内容を正確に理解しているかについても評価す
る。一方で、本問題では、すべての設問を単純な知識の再生だけで解答できるものとは
せず、高校生物の基本的な知識を出発点として、受験生自身が考えることを求める設問
も取り入れている。例えば、筋収縮に関する基本事項を確認した上で、筋細胞以外にお
けるアクチンの役割を考えさせるなど、学習した内容を個別の事項として覚えるのでは
なく、それらを関連付け、広がりをもった生物学の知識として捉えられているかをみる
構成としている。 

さらに、生命科学科を志望する受験生には、教科書で学ぶ内容を十分に理解するとと
もに、生命現象そのものへの興味や、生命科学の新しい研究に目を向ける姿勢も期待さ
れる。その観点から、近年のノーベル生理学・医学賞に関する設問も取り入れている。 
これらを通して、高校生物の基礎学力を十分に備えていることに加え、その知識をもと
に自ら考え、適切に表現できること、さらに生命科学に対する関心を持っていることを
総合的に評価し、生命科学科で学ぶための基礎的な資質を確認することを本問題の狙い
としている。 

 
 



解答又は解答例 

問題１ 

 

問１. 

（１） 

                          

 

（２） 

                    

                    

           

 

（３） 

                       

 

 

問２.  

（１）A.                  B.                  C.                

D.                  E.                  F.                 

 

（２） 

                       

 

 

問３.  

名前 

                       

研究成果 

                    

                    

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロドプシン 

３種類の錐体細胞の興奮の組み合わせと強さの比を脳が統合して

判断することで色を認識している（４９文字） 

暗順応 

ミオシン              アクチン              サルコメア（筋節） 

滑り説（滑走説）          筋小胞体            トロポニン（トロポニン複合体） 

細胞骨格構築・細胞分裂・細胞接着・神経スパイン形成 など 

坂口志文 

免疫の過剰反応を抑える新たな細胞群である抑制性 T 細胞（Treg）細胞を発見した（３９文字） 



 

問題２ 

 
問１. 

ア： 2     イ： H₂O     ウ 6 
 
 
問２. 

 
(A)： g    (B)： e      
 
 
 
問３. 1 分子 

 
 
 
問４.  c   e 
 

 

 

問５. 

 

（１）6.60 g 
 

（２）150. mg (もしくは，1.50 x 102 mg) 
 

（３）酸素が豊富な条件の方が増殖速度が大きい。呼吸では 1 分子のグルコースから得られる ATP 量が多く、エネルギー効率が高

いためである。 
 


